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10月21日（水）瀬戸公民館にて健康講
演会を開催しました。『ストレスとセル
フケア「こころの健康を保つために」』
をテーマに、鳴門シーガル病院の公認心
理師が講演を行いました。

現在、新型コロナウイルスの影響で、
外出自粛や在宅ワークなど、これまでに
経験したことのない生活を送られている
方も多いと思います。自分が感染してし
まうのではないかという直接的な不安以
外にも、自粛が続くことによるストレス
から様々な精神症状を呈する方は多く、
「コロナ鬱」などの呼ばれ方でニュース
等でも話題となっています。

【所在地】 徳島県鳴門市瀬戸町堂浦字阿波井57番地 【TEL】 088-688-0011（代）

今回の講演では、ストレスの定義や仕組みについ
ての説明のほか、ストレス対処法の一つとして「マ
インドフルネス瞑想法」の体験も行われました。

「マインドフルネス瞑想法」とは背筋を伸ばし、
雑念や感情にとらわれず体全体で呼吸をする瞑想法
です。費用がかからず、いつでもどこでも行うこと
ができます。また、薬物療法のように副作用のリス
クもないとされているため、患者のセルフケア方法
の一つとして有効な手段であると考えられています。

講演前には、健康チェック（体重測定・身長測
定・血圧測定・栄養相談 等）と健康相談会も行わ
れました。コロナ禍で例年より開催が遅くなりまし
たが、今年も多くの方々にご参加いただき、ご好評
いただきました。今後も感染対策を行いつつ、地域
の皆様の健康維持のお役に立てるよう、継続して相
談会・講演会を開催してまいります。

地域交流 健康講演会を開催しました
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シーガルニュース 副院長 新任のご挨拶

9月より鳴門シーガル病院で勤務しております渡部真也と申
します。平成16年に高知医科大学を卒業した後、徳島大学の精
神医学教室に所属し、ここ10年ほどは大学病院で勤務しており
ました。大学病院在職中は卒後臨床研修センターで研修医の指
導にあたったり、大学院で研究をして学位を取得したり、病棟
医長や医局長を務めたりと色々なことに取り組む機会に恵まれ
ました。

今回、新しい職場で仕事ができることを大変楽しみにしてお
ります。心機一転、頑張りたいと思いますのでどうぞよろしく
お願いいたします。

地域交流 ゆうき窯作品展を開催しました

１０月２０日（火）、２１
日（水）徳島市のふれあい健
康館にて「ゆうき窯作品展」
を開催しました。毎年開催し
ており、患者さんがリハビリ
の一環として行っている、作
業療法の創作活動で作成した
陶芸や手芸作品を展示する催
しです。

「ゆうき窯」とは、社会福
祉法人 阿波井島保養院の渡
船場付近の海岸を、むかし結
城ケ浦と呼ばれていた事や、
患者さんに「勇気」を持って
世の中に出てもらいたいと言
う願いがこめられ名付けられ
ました。

今年はクリニックのデイケ
アや多機能型支援事業所ジョ
イナスからの作品も展示し、
多くの方々に観ていただきま
した。
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シーガルニュース 避難訓練を行いました

９月３０日（水）鳴門シーガル病院にて、大地震と津波を想定した
避難訓練を行いました。今年は新型コロナウイルス対応として、職員
のみでの参加となりました。

地震発生のアナウンスが流れ、まず安全確保行動の訓練を行います。
続けて、津波警報発令のアナウンスがあり、避難を開始しました。大
地震で足場が悪いことを想定し、木片などの段差を車いすで通過し、
２階の避難場所までスロープを通じて移動します。また同時に、防潮
堤を閉め、津波の侵入を防ぐ訓練も行いました。

１０月１４日（水）鳴門シーガル病院にてピアサポート地域活
動懇談会を開催しました。この会は徳島保健所主催のもと、県内
の様々な病院で開かれ、当院でも毎年開催されております。

今回は、当院と同じ法人内であるグループホームファミリーの
利用者の方に来ていただき、退院後の生活に向けて準備すること
や、日々の生活内容などを語っていただきました。

会に参加した患者さんからは、お金の管理、薬の管理、就労支
援事業所での仕事内容など、多くの質問がありました。その質問
一つ一つに、ご自分の言葉で丁寧に回答していただき、多くの患
者さんがうなずきながら聞いておられました。

時々笑いもあり、会は終始和やかな雰囲気で行われ、無事に終
了することができました。今回の会を通じて、同じ悩みや経験を
共有することができ、不安な気持ちが少しでも和らいだと思いま
す。とても貴重な会ですので、今後も継続して開催していきたい
と思います。

イベント ピアサポート地域活動懇談会を開催しました



鳴門シーガル病院 交 通 案 内【編 集 後 記】

今年はイベントの自粛
等もありましたが、例年
通りのスケジュールで広
報誌を発行することがで
きました。来年も多くの
イベントを掲載していき
たいと思います。

次号（『かもめ便り』
第２５号）は２０２１年
１月に発行の予定です。

広報委員会
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Dr.'s エッセイ 渡部先生 自己紹介
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●ＪＲ鳴門駅から「北泊・堂浦行」徳島バスで堂浦（どうのうら）下車（所要時間２０分）

●直営渡船利用 （所要時間２分）
◎渡船（無料）運航時間
午前７時３０分から午後５時２０分まで
定時運航（１０分～３０分間隔）しています。

皆さま、はじめまして。9月
から鳴門シーガル病院で勤務
しております渡部真也と申し
ます。ご挨拶でも申しました
ように私は大学卒業後徳島大
学の精神科に入局し、ここ10
年ほどは大学病院に勤めてお
りました。約10年ぶりに職場
が変わるということで少し緊
張してやってきましたが、最
初から皆様に温かく迎えてい
ただいて大変安心して新しい
スタートが切れました。

さて、もう少し自分のこと
をお話ししますと私は現在の
吉野川市鴨島町の出身です。
高校は城北高校に進学したた
め３年間、7時前発のJRで通学
しました。徳島市内や藍住町
に住む同級生がなんとなく
「街の子」に見えたのを今で
も覚えています。

大学は高知医科大学に進み
ました。大学時代は軽音サー
クルに所属していました。阿
波踊りほどメジャーではない

ですが高知の夏のよさこい祭
にも毎年参加し、大学5年生の
時にはその年の大学チームの
曲を作曲して提供したりもし
ました。働き出してから音楽
をする機会から遠ざかってし
まっているのですが、まだ
やったことのない楽器を習い
に行ったりしてみたいなとも
思っています。

家族は妻と息子・娘の４人
で子供たちは二人とも小学生
です。皆、出かけるのが好き
でこれまでもあちこちに出か
けました。土日に近隣の水族
館や動物園に出かけたり、夏
休みを使って旅行に行ったり。
昨年は家族でベトナムのダナ
ンに行きました。新型コロナ
の関係でしばらく遠くへ旅行
に行くのは難しいかなと思っ
ていますが、なんとか子供た
ちが一緒に行ってくれるうち
にまたどこかへ行けたらなと
思っています。

雑多になりましたが自己紹

介がてら、私の話をさせてい
ただきました。自分からどん
どん話をするタイプではない
のですが、少しずつ皆さまと
お近づきになれればと思いま
す。

今後ともどうぞよろしくお
願いいたします。

医師 渡部真也


